
被　　服

2Hp-5

〔(社) 日 本家 政学 会

キャミソールのアウター化　 一下着に対する意識の世代差－

○高部啓子’ 鍛冶綾子“　 服部ゆみ枝“　松山容子“

（･大妻女大短大,“大妻女大家政学部）

目的: 内 衣の外衣化、アウター化 は､ ブラウススーツや古< は 小袖の 表着化など服装史 の中で繰り返し見

られる現象である｡ 昨 夏若い 女性の間で大流行となったキャミソールドレスはまさに下着のアウター化と見

える｡ こ のような現象が生じる背景には､ 人 々の衣服に対する意識の変化があると考えられる。すなわち、

若い女性と中高年女性との間では キャミソールドレスに対する意識や社会的 規範が異なっていると推測さ

れる｡ そこで｡ 若 年 男女と中高年男女の４グループを対象に､ 様 々な角度からキャミソールドレス及び下着

に対する意 識を調査し､ 性 差や年代差の比較から意識の変化をもたらす要因について検討を試みた。

研 究方法: 質 問紙 調査法によるアンケート調査を1998 年8 月~10 月に 実施した。質問 内容は､ 下 着のファ

ッション性やアウター化 に対 する賛否､ 下 着に求める視覚的イメージ、スリップの着用頻度、キャミソールド

レスサンプ ル写真に対する意識などである｡ 若 年男子100 部､ 若 年女子102 部､ 中 高年男子Ill 部､ 中 高年

女子106 部､ 合計419 部 の 有効調査票を、単純集計､ クロス集計､ 因 子 分析､ 多 重比較により検討した。

結 果:(1) キ ャミソールドレスのサンプル 写真については、中高 年女子は 多くのサンプルを下着と見なすの

に対し､ 若 年男女は殆どを下着と見なさない 傾向にあり､ 著しい世代差 が認められた。(2)下 着 のファッショ

ン性 やアウター化について､ 若 年層では 肯定的な、中高 年層では否定的な意 見を持ち､ 有意な年代差が

認 められた｡(3) 下 着 に求める視覚的イメージについて４グループ一括の因子 分析を行ったところ､ ８つの

因 子が抽出された。因子 得点のグループごとの平均値を比較すると､ 若 年女子が他の３グループと大きく

異なり、下着に派手さ､ スポーティ感、セクシーさ､フェミニン感覚の要素を必要と考えていた。

2Hp-6 現代流行を特徴づけるストリート・ファッションの動向とその本質

村田仁代　　　 （大分大）

目的　現在、服飾研究のなかで若者を中心とするストリート・ファッションに関する問

題は重要視せざるをえない。このことはその動向がデザイナー界に影響を与え、従来のモ

ードに対してストリート系と呼ぶ新たなジャンルが設けられるようになったことで明らか

である。そこで本発表では着 装形態と社会的価値基準との関わりを通じて本質を論及する。

方法　着装状況 を掲載する若者層のファッション雑誌、流行と直接に関わる業界誌、そ

してその動向に批評を加える一般週刊・月刊誌と新聞の記事をもとに分析をおこなう。

結果　ストリート・ファッションの着装形態を分析した結果、その構成要素を挙げれば、

1.カジュアル性　2. 音楽・スポーツ系　3. 無性差　4. 非モード　5  .コーディネート
6.ハンドメイド性　7. 娯楽性　 ８澗 性化等となる。これらの要素の多くはストリート・

ファッションだけに見られるものではなく、現在の一般着装傾向にも当てはまるものが多

いが、このファッションの特異性は従来の社会的価値基準や洗練された既存のエレガンス

を無視し、娯楽性 と意外性に力点を置くことである。　このように個性化を標榜することが

ストリート・ファッションの基本であるが、他人と差別化することを希求しながらも、ま

た一方では同じ ようなファッション傾向を共有する仲間を求めていることは事実である。

このようにコミュニケーションをはかり、孤独感を癒すためにストリート・ファッション

が媒介となっていると言える。
従来見られなかったユニークな着装形態で若年層がアイデンティティーを表現すること

は今日の物質文化を第一義とする社会の風潮と軌を一にすることである。
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